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事業概要

目的 我が国を守り抜くために必要な機能・装備の一つである、無人アセット
防衛能力の早期創製を目指し、多様な任務に対応可能な水中無人機
（ＵＵＶ）を実現するためのモジュール交換可能な長期運用型ＵＵＶを
研究する。

将来のUUVに求められる主な能力

・ 遠方から高脅威下へ単独で進出
有人艦の伴走なしの長期運用／長距離進出能力
強化された信頼性、残存能力
自律性（状況認識、判断、行動）の高度化
・ミッションの拡がり、複雑なミッションへの対応
重量物（水中機器等）の設置
常続的な情報収集・警戒監視・偵察

研究内容

・ＵＵＶの現行の信頼性、自律性を向上
・水中機器設置機能の実現
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研究試作品概要
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UUV本体モジュール＋ミッションモジュール

ミッションモジュール
（水中機器設置用）
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（基本形態）
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実海面において、水中機器設置試験、及び長期航走試験を実施中

今後の予定

追加のミッションモジュールとして、洋上の警戒監視能力強化のための海洋
状況把握モジュール、及びUUVからの水上機器展開を可能とするための水
上射出モジュールを研究試作中

その他
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